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仕事と生活の調和（ワーク・ライフ・バランス）が実現した社会と

は「国民一人ひとりがやりがいや充実感を感じながら働き、仕事上の

責任を果たすとともに、家庭や地域生活などにおいても、子育て期、

中高年期といった人生の各段階に応じて多様な生き方が選択・実現で

きる社会」です。

誰もがいきいきと働くことができ、かつ、経済的に自立可能な働き

方ができて、結婚や子育てに関する希望の実現などにむけて、暮らし

の経済的基盤が確保できる社会。働く人々の健康が保持され、家族・

友人などとの充実した時間、自己啓発や地域活動への参加のための時

間などが持てる豊かな生活ができる社会。性や年齢などに関わらず、

誰もが自らの意欲と能力を持って、さまざまな働き方や生き方に挑戦

できる機会が提供されており、子育てや親の介護が必要な時期など、

個人の置かれた状況に応じて多様で柔軟な働き方や生き方が選択でき

る社会。

そのようなワーク・ライフ・バランスが実現した社会を築くためには、企

業・事業者と働く人、それぞれが一人ひとりの働き方や生き方を見つめ直し、

また、協力し合う必要があります。

釧路市では、男女がともにいきいきと働くことができる職場を作るための

ヒントとしてご活用いただこうとワーク・ライフ・バランスに関するパンフ

レットを作成しました。市役所、各支所・コミュニティセンターに設置して

いる他、市ホームページにも掲載しておりますので、ぜひご覧ください。

パンフレットに関するお問い合わせは、市役所市民協働推進課（℡３１－４５０４）まで。

釧路市では、平成２０年３月に平成２０年度～２９年度を計画期間とする「くしろ男女平等参画プラ

ン」を策定しています。このプランに基づき、さまざまな男女平等参画推進事業を行っていますが、平

成２５年度に中間見直しの時期を迎えます。そこで、平成２４年１０月ころを目途に男女平等参画に関

する市民意識調査を実施する予定です。

調査は、住民基本台帳を基に無作為で抽出した市民の皆さまにアンケート用紙をお送りする形で行う

予定でおりますので、お手元に届きましたら、ご協力いただきますよう、よろしくお願いいたします。

～市役所市民協働推進課 ℡３１－４５０４～

市民意識調査にご協力をお願いします

くしろ

男女いきいき参画通信

ともに創りあげる社会をめざして

Vol. 38

085-8505 7 5
           31-4504  Fax 23-5220

 24  3  23

〒 釧路市黒金町 丁目 番地
釧路市総合政策部市民協働推進課     ℡

発行日：平成 年 月 日



【派遣期間】平成２３年１０月２０日～２３日（移動日を含む）  

【派遣先】国立女性教育会館「平成２３年度男女共同参画のための研究と実践の交流推進フォーラム」

【報告概要】

★フォーラム全体のテーマ

①女性のためのキャリア形成、②男性にとっての男女共同参画、③安全・安心と男女共同参画、

④災害・震災と地域づくり・仕事づくり、⑤男女共同参画の拠点

★参加したワークショップ（最後の数字は、上記テーマ番号）

２１日(金)

２２日(土)

★研修を終えて・・・

日本経済新聞 生活経済部／編 日本経済新聞社

結婚というのは、必ずしも経済力や安心、安定

を保障するものではなく、経済面、健康面、精

神面でも１人で過ごす力「シングル力」を養っ

た女性の方が人生の選択肢が広がるのではない

か、と著者は語ります。シングル生活にかかわ

るさまざまな問題や不安を解消するための知識

やノウハウを具体的に紹介している１冊。

【市立釧路図書館からのお知らせです】

ムギ畑WMB制作委員会／編 講談社

「子どもができたら仕事をやめる？」―そんな

ことはありません！子どもを持ちながら仕事を

したい女性はたくさんいます。この本では、ワ

ーキングマザーとして知っておきたいことが、

現役ワーキングマザーの生の声で綴られていま

す。お金にかかわることや保育園のこと、家事

の省力化などについて、解決策を見出せる１冊。

「家事労働者のためのディセント・ワークに関する条例採択から国内法の実現へ」⑤

「コンビニエンスストアにおけるポルノのゾーニング状況」③

「人口５万 小野市の女性たちの挑戦～集う、つながる、作り出す～」④

「ＤＶＤから考えよう－男性の地域参画」②

「ジェンダー平等社会をめざして やってみよう！職務評価」①

30 歳から始める！幸せになるためのシングル女
性の人生設計  

平成２３年度釧路市道外女性派遣事業 参加報告 ～ 本間郁子さん ～

ワーキングマザーバイブル Working～働き続
けたいアナタへ～

※男女共同参画の底上げをするには、毎日の生活に追われて苦労している人たちの意識を変
えていくことだと思った。

※家の近くのコンビニを確認し、ゾーニングの必要ありと思ったが、顔見知りだと一人では
言えないので、団体として交渉の必要あり？

※司会の話の流れも説明も大変上手で熱い思いがひしひしと伝わってきた。

※グループの男性に地域社会と関わることになったきっかけを質
問。「妻が外国人で意思疎通ができないため自分がかかわらざる
を得なかったが、関わりが持ててよかった。」との回答。

※全部の職業が、正規、非正規にかかわらず、職務評価を基本として、正当な労働評価をし
てもらえるよう働きかけが必要と感じた。

宿泊棟では、道内他市からの参加された方と同室で、貴重な意見や情報を交換し、有意義な時間をすご

すことができました。ワークショップは、テーマ別に重ならないように選択しましたが、参加してみたい

と思ったワークショップは複数あり、釧路市からの参加者が複数いれば分担して参加することができ、も

っとたくさんの情報を得ることもできたのに、と思いました。

☆ こんな本・あんな本 ～ 「男女平等参画」を知る・読む・感じる～ ☆
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